
投票日まであと 1週間  

選挙に行って要求実現! 政治を変えよう! 
10 月 31 日の衆議院議員選挙投票日まで 1週間。各単産や地方での「選挙に行って政

治を変えよう!」の取り組みが展開されています。職場・地域で粘り強く、最後の最後

までがんばりましょう。 

●JMITU 鈴木シャッター支部 ミニ総選挙学習会 

かならず投票に行き、政権交代で要求実現を！ 
10 月 19 日公示、31 日投開票の日程で、衆議院総選挙が行われます。今回の総選挙

は、９年間続いた安倍・菅政権に終止符を打ち、労働者の要求を実現する政治への転換

をめざす重要な選挙です。ＪＭＩＴＵは、総選挙ではかならず投票に行き、主権者とし

ての権利を行使しようと呼びかけています。 

(JMITU メールニュース版より) 

 東京北部地協の鈴木シャッター支部で

は、10 月 21 日、三木陵一中央執行委員長

を招き、昼休みを利用してのミニ選挙学習

会を開催しました。食堂で開かれた学習会

には、20 人の組合員のほか、組合未加入者

も参加、三木委員長の訴えに熱心に耳を傾

けていました。 

 

野党統一候補の前進が 

労働組合の要求実現につながる 

三木委員長は、衆議院は 465 人の定数の

うち 289 人は小選挙区で選ばれるため、有

権者の 20％しか獲得していない自民党が

小選挙区の 75％・218 議席を獲得し、絶対

多数を維持してきた。その状況を打開する

ため、市民連合と立憲民主、共産、社民、

れいわの４党が共通政策で合意し、約 220

の小選挙区で候補者を一本化したことで、

今回の総選挙は自公政権の継続か、野党へ

の政権交代かを選択する歴史的選挙とな

りつつあると述べ、各マスコミの選挙動向

でも各小選挙区で与野党が争う大激戦と

なっていると報じていることを紹介しつ

つ、これまで以上に一人ひとりの有権者の
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１票が重要な意味をもっていると強調しました。そのうえで、野党の共通政策には、消

費税減税や最低賃金の引き上げなど、労働者のくらしと雇用に直結する要求が含まれて

おり、野党統一候補の前進が労働組合の要求につながること、比例代表選挙でも、労働

組合の要求と合致する政策をかかげる政党を躍進させることで「要求実現選挙」としよ

うと述べ、労働組合の要求を実現するためにも、すべての組合員がかならず投票に行っ

て、主権者としての権利を行使してほしいと訴えました。 

【JMITU メールニュース版より】 

 

 

●本日１８時～ 総選挙 Twitter デモ第３弾 
 

本日 25 日 18:00 から、総選挙にむけてのツィッターデモ第３弾(25～28 日)を行いま

す。ご協力をお願いします。 

 

全労連アカウントからの案内ツィート→ 

https://twitter.com/zenroren/status/1452202334377758721?s=21 

 

今回は 

#軍事費 2 倍でなく暮らしに予算を 

#政権交代で誰もが大切にされる社会に 

 

の２つのハッシュタグでトレンド入りをめざします。 

 

今週は、選挙戦最終盤の 29 日 18:00 から第４回目のツィッターデモを行う予定で  

す。 

https://twitter.com/zenroren/status/1452202334377758721?s=21

